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13：30　開会挨拶（谷口 功　熊本大学学長）
13：35　来賓挨拶（文部科学省 科学技術・学術政策局 人材政策課）
13：40　テーマ

「キャリアパスの１つとしてのテニュアトラック制度」
独立行政法人 科学技術振興機構

科学技術システム改革事業プログラム主管　水林 博 氏
14：10　テーマ

「熊本大学のテニュアトラック制の紹介」
　熊本大学副学長・研究社会連携担当理事　原田信志

14：25　テーマ
「他大学の医学系テニュアトラック制の紹介

～宮崎大学のテニュアトラック制～」
宮崎大学テニュアトラック推進機構　本多 新 テニュアトラック准教授

14：55　休憩
15：00　テーマ

「テニュアトラック制を介した研究生活について」
熊本大学大学院先導機構　石原 宏 准教授

15：20　特別講演 : テーマ

「他大学の医学系テニュアトラック制の紹介
～Duke-NUS のテニュアトラック制～」

Duke-NUS Graduate Medical School　板鼻 康至 テニュアトラック助教
15：50　休憩
16：00　パネルディスカッション

「医療薬学系におけるテニュアトラック制の
　　　　　　　　　　　　　　　拡充に向けて」
司　　　会：須田 年生　生命科学系国際共同研究拠点長
パネリスト：竹屋 元裕　生命科学研究部長

冨口 静二　保健教育学部長
中尾 光善　発生医学研究所長
滝口 雅文　エイズ学研究センター長
尾池 雄一　生命資源研究・支援センター長

16：50　閉会挨拶（原田 信志　熊本大学副学長・研究社会連携担当理事）
17：30　情報交換会（参加費 2,000 円）

熊本大学 大学院先導機構（マーケティング推進部研究推進ユニット）
E-mail: research-coordinator@jimu.kumamoto-u.ac.jp
Tel: 096-342-3148, 096-342-3307

96 年京都大学大学院理学部生物物理学科博士課程修了（理
学博士）。特別研究員（竹家達夫；奈良先端科学技術大学院
大学）を経て、Lawrence Berkeley National Laboratory
で癌抑制遺伝子と細胞老化の研究に従事。その後
University of North Carolina at Chapel Hill で p53 経路
と癌の研究を行い、09 年よりシンガポールの Duke-NUS 
Graduate Medical School で、tenure-track assistant 
professor として、医学生を教える傍ら、p53 経路とメタ
ボリズムの研究室を立ち上げ、現在に至る。

　お申し込み方法
平成26年 2月 17日（月）までにお名前、所属（役職・身分）、メール
アドレス、情報交換会参加希望の有無をご記入の上メールでお申し込みく
ださい。
＊当日参加も可能ですが事前申し込みにご協力をお願いいたします。

日時

会場

申し込み＆
問い合わせ先

　特別講演　講演者紹介

板鼻 康至 氏

プログラム

文部科学省科学技術人材育成費補助事業テニュアトラック普及・定着事業


